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たヨルゴス・セフェリス Γιώργος Σεφέρης とオディッセアス・エリテ
ィス Οδυσσέας Ελύτης の二人の詩人を始め、コンスタンディノス・カ
ヴァフィス Κωνσταντίνος Καβάφης やコスティス・パラマス Κωστής 
Παλαμάς、ヤニス・リツッオス Γιάννης Ρίτσος など男性詩人の作品は全




















2．詩人ゾイ・カレリ Ζωή Καρέλλη について  
ゾイ・カレリ Ζωή Καρέλλη  (1901-1997) はギリシャ北部の都市テッ
サロニキの出身で当時の上流家庭の習わしとして外国語や絵画、舞踊
などの芸術的な教育を受けました。弟のニコス＝ガヴリイル・ペンジ












Ἄνθρωπος  4 )を取り上げます。  
 
3．翻訳のポイント  
3.1 定冠詞 ἡ  
この詩でとくに日本語に訳しづらいところは題名にもなっている Ἡ 








翻訳しているカレン・ヴァン・ダイク Karen Van Dyck の英訳を見てい
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きましょう 6)。まず ἡ ἄνθρωπος に該当する部分（翻訳では下線の部分）
を引用します 7)。  
・題名：Ἡ Ἄνθρωπος8) 
フライア訳：MAN, FEMININE GENDER 
ヴァン・ダイク訳：Woman Man  
 
・1 行目：Ἐγὼ γυναίκα, ἡ ἄνθρωπος  
フライア訳： I, woman, "man" in the feminine gender  
ヴァン・ダイク訳： I, a woman man 
 
・最後の行：Ἐγὼ, ἡ  ἄνθρωπος  
フライア訳： I, "man" in the feminine gender 
ヴァン・ダイク訳：a human being 
 
 フライアは引用符つきの man に前置詞句 in the feminine gender を並
置することで man が「文法的／生物学的に女性」であることを説明し








一気に訳詩の表面に浮かび上がってきます。 ἡ ἄνθρωπος の訳語に
feminine を用いたフライアの狙いが見えてくるようです。  
 一方、ヴァン・ダイクの訳は簡明で直截な訳だという印象を読者に





3.2 婚礼のイメージ /人類創造のイメージ  





Ὅτι διὰ σοῦ ἁρμόζεται / γυνὴ τῷ ἀνδρί.  9 ) 
 「あなたによって妻は夫と結婚するのですから」  
 
この部分は「結婚は神によって成される」というキリスト教の結婚観
が述べられている「箴言」第 19 章 14 節からの引用だとみられます 10)。  
（下線の部分がカレリの引用部分に該当する箇所）  










Because it is through Thee / that man and woman find their concord12)  
ヴァン・ダイク：  
Because God made woman / in the image of man  
 
フライアは訳注で、この部分は「ギリシャ正教の婚礼の儀式から」で





人類創造の部分（「創世記」第 1 章 27 節）を思い出させます。  
 
So God created man in his own image, in the image of God created he him; 
male and female created he them.  
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「それで神は自分の似姿に人を創造した、神の姿に彼を造った；男と女を造っ





ζητοῦσα τὸ πρόσωπό Σου  πάντοτε, / ἦταν ὢς14) τώρα τοῦ ἀνδρὸς 







3.3 γυναίκα / γυνή の訳出  
 ここでもう一度、カレリの詩の冒頭を検討したいと思います。 3.1
に挙げた英訳ではフライアが一行目で γυναίκα を woman と訳している
のに対しヴァン・ダイクは訳出していません。定冠詞 ἡ に a woman を











すが見過ごせない意訳があります。それは ἡ ἄνθρωπος が繰り返される
最後の部分です。フライアは原詩に倣って冒頭と最後の行とで同じ語
句を繰り返し用いていますが、ヴァン・ダイクは原詩にはない語句 a 
human being を新たに採用しています。さらに、冒頭では訳した ἐγώ「私」





 Ἐγὼ γυναίκα, ἡ ἄνθρωπος ➡ Ἐγὼ, ἡ ἄνθρωπος  
  「私 女、女性性の人間」→「私、女性性の人間」  
 I, a woman man ➡ a human being 
   「私、女性性の人間」→「人間的存在」  
 
冒頭で語り手の ἐγώ「私」は γυναίκα「女／妻」、ἡ ἄνθρωπος「女性性の
人間」であるのに対して、訳詩において語り手は女でも妻でもない I
「私」で a woman man「女性性の人間」です。そしてヴァン・ダイク
の語り手 I「私」は「自分の顔」「自分の言葉」「自分の光」を求めて苦








3.4 日本語訳のポイント   








なくなりますが、視覚的には ἡ ἄνθρωπος がもつ性の不一致という「文
法的な現象」が、漢字の本来の読みと違う音がルビで表されるという
「発音上のズレ」で表現できるのではないかと思います。  
 文字表記についてさらに次の三点を挙げておきましょう。  
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 あなたの顔をいつも求めていました  





 だれが どれほど  
 独りを嘆くのですか  
 激しく 挫
くじ
けるほどに 独り  
 さあ わたしですか それともあの人ですか  
 在
あ
ると 在りつづけると信じていたわたしですが  
 あの人がいないと いつわたしが在ったというのですか  
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 しかしいま  




 ああ 二重の苦しみ  
 消え失せていくのです  わたしは  
 あなたが導いてくださらなければ  
 
 どうすればわたしの顔が見えるでしょうか  


















 まだなのですが わたしには  
 いまもなお想像ができません  




 前よりもずっとよく  
 あなたがわたしを取り出さなかったことを  
 あの人のわき腹から 16) 
 
 でもわたしは欠けるところのない人間だと言います  
 それに独りだと あの人なしにわたしはいないのと同じでした  
 でもこうして私はいます  できるのです  
 私たちは分かたれた二人です あの人には  
 そして私にも 自分の輝きがあります  







 あの人のそれにも届き  
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 あの人に何ももらいたくないし  
 何かを望んだりしたくありません  
 







 私は自分を通して世界を知るために  












 もうあの人のものでない  












ミ ュ ー ズ
の娘たち --女性詩人、十七の肖像 --』(2000) 未知谷  佐藤
担当：pp.267-285「メリサンシ」  
3) 「フェミニスト詩」の評価については以下の文献が詳しく述べています。  
  Ekaterini Douka-Kabitoglou  
   “Beauty and the Beast: Re -membering the Woman/ Poet”Women / Poetry in 
Britain and Greece , (1998) Thessaloniki,University Studio Press  
4) この作品はゾイ・カレリ『全詩集』Ποιήματα A', B'(1973, 19942) εκδ.ΤΩΝ 
ΦΙΛΩΝ に収められています。本稿の引用は、この詩集からおこなわれてい
ます。  
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5) 参考までに文法上の性の区別があるドイツ語訳を挙げておきます。  
   題名 Die Mensch、一行目 :Ich bin eine Frau,bin die Mensch、 最後の行 :ich, die 
Mensch。定冠詞女性形 die が男性名詞 Mensch に用いられているところは原
詩と同じ手法です。  
  ドイツ語訳： https://www.fixpoetry.com/feuilleton/poiemata/zoe -karelli-gedichte 
6) それぞれの翻訳の出典は次の通りです。  
  Kimon Friar Modern Greek Poetry (repr.1990) EFSTATHIADIS 
  Peter Constantinte, Rachel Hadas, Edmund Keely and Karen Van Dyck  





文字は大文字ではなく小文字が用いられています。参照：本文 3.4③  
10) 参照：『聖書』日本聖書協会 (1995) p.903 下線は筆者による。  
  「家と富とは先祖から受け継ぐもの、／賢い妻は主から賜るものである。」  
11) Septuagint(LXX) Proverbs 19:14 
  「箴言」の παρὰ δὲ  θεοῦ  の部分はカレリの引用では δὲ が省略され διὰ σοῦ
となっています。  
12) 参考までに King James version the PROVERBS 19:14 を引用します。  
   House and riches are the inheritance of fathers: and a prudent wife is  
   from the LORD. 
13) 参照：  下線は筆者による。  
  「神は自分のかたちに人を創造された。すなわち、神のかたちに創造し、男
と女とに創造された。」  
14) ὢς は誤植と見なされます。本来は ὣ。  
15) この作品の日本語訳は筆者が調べた限りではまだ見つかっていません。  
16) ここは「創世記」第２章 22 節「主なる神は人から取ったあばら骨でひと   
   りの女を造り、人の所へ連れてこられた」『聖書』日本聖書協会 (1995) p.3 
   を連想させます。  
 
